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千歳道路事務所では、オオタカ等の希少猛禽類に配慮し、繁殖期間中はモニタリングをしな

がら工事を進めている。当事務所管内、石狩平野におけるオオタカについては、近年、繁殖つ

がい数が急に減少した確認報告もあり、より一層の配慮が必要と言える。今回は、オオタカの

生態を考慮した工事計画・工程管理及びモニタリング結果を反映した臨機応変な工事対応を行

い、営巣地周辺での工事実施下においてもオオタカが繁殖に成功した。 

本稿では、今回実施した工事実施方法並びにモニタリング手法について紹介する。 
 

キーワード：オオタカ、工事実施計画、工事等作業への馴化、工事中の繁殖モニタリング 

 
 
はじめに 
 

千歳道路事務所管内(図-1参照)では、希少猛禽類であ

るオオタカの繁殖が確認されており、過年度調査結果を

もとに、繁殖に配慮した実施可能な工事対応をこれまで

行ってきた。工事実施に際しては、学識経験者からの助

言を参考に、工事中のオオタカの行動等をモニタリング

しながら進めた。 

 

1. 工事実施に伴う影響(表-1～2参照) 
 

オオタカに配慮した工事対応を行うためには、オオタ

カの生態的特徴から想定される工事実施に伴う影響を把

握する必要がある。道路工事において考慮すべき主な生

態的特徴としては、表-1に示す「採餌場に対する執着が

強い」、「低空域をよく利用」などがあげられ、いずれ

の場合においても、工事実施箇所や時期によっては、親

鳥の営巣放棄や巣内ヒナの死亡というかたちで繁殖失敗

に至ることが懸念される。 

オオタカへの配慮は個体の性格や営巣地周辺の環境に

よって異なるため、過年度調査結果をもとに、個体(つ

がい)毎の工事実施上の留意点を整理した(表-2参照)。 

Aつがいは主要な採餌場や移動経路が本工事箇所周辺

にあるため、特に餌量を必要とする育雛期においては、

採餌環境や移動経路の確保に留意した工事計画の検討が

必要である。 

Bつがいはこれまで繁殖初期の段階での営巣放棄が多

いため、メスの産卵・抱卵が実現するように、営巣環境

の保全に留意した工事計画の検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-1 千歳道路事務所管内図(略図) 

 

2. 工事対応の進め方(図-3参照) 
 

(1) 方針：工事対応方針の設定・三者による確認 

工事実施にあたり、オオタカに配慮した工事・モニタ

リング計画を策定するため、工事対応方針を設定した。 

また、この方針については三者(事業者・施工業者・

環境調査者)会議で確認(情報共有化)した。その他、専

門家によるオオタカの生態等に関する勉強会を開催した。 
 

(2) 計画：工事計画・モニタリング計画の策定 

計画検討に際し、オオタカの利用状況に基づき配慮検

討区域を設定した。工事計画は配慮検討区域及び繁殖ス

テージを基本に策定し、モニタリング計画は工事計画に

あわせて策定した。また、モニタリング結果に応じて配

慮検討区域、工事計画等の見直しを随時行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当事務所管内で繁殖する

オオタカ 
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表-1 道路工事実施に伴うオオタカへの影響 
工事実施に伴うオオタカの繁殖への影響(想定) 

オオタカの主な生態的特徴 
工事実施に伴う個体への影響 個体の行動変化 繁殖への影響(営巣放棄・繁殖失敗に至る経緯) 

・求愛・造巣期：繁殖なしまたは造巣途中終了 
親鳥が営巣地からいな
くなる。 

・産卵～抱卵期：抱卵が不十分 
→ 卵が冷える→ 死卵(特に抱卵初期)

・孵 化：抱雛が不十分 → ヒナが凍死(特に抱雛初期)

①-1：営巣地周辺での大規模工
事(大型または大きな挙動の重
機の稼働、または樹林伐採等の
改変)に対して親鳥が危険を感
じる。 親鳥が営巣地に出入り

できない。 
・育雛期：採餌・餌運びができない → ヒナが餓死 

生
態
① 

繁殖ステージ(図-2参照)や利
用状況によって、環境変化に
対する反応は異なる(個体差が
ある)。 

①-2：営巣地周辺での大規模工
事に巣内ヒナが驚く。 

ヒナの強制巣立ち(巣
立前に巣から出る)。

ヒナの羽が枝にあたって折れる(ヒナの羽は脆くて折れ
やすい) → ヒナが落鳥 → ヒナが死亡 

生
態
② 

慣れた場所を利用して採餌
(*1)する行動特性を有する。 
→採餌場への執着が強い。 

主要な採餌場周辺での大規模工
事に対して親鳥が危険を感じ
る。 

通常の慣れた場所で採
餌ができず、不慣れな
場所で採餌を行う。 

・育雛期：餌がうまく捕れない 
→ ヒナへの給餌ができない → ヒナが餓死

生
態
③ 

営巣地への餌運びや採餌行動
は、低空(1～5m程度)や樹林地
沿いを利用することが多い。 

低空を利用するオオタカがバッ
クホウ等の大きな挙動(アーム
の稼働等)に対して危険を感じ
る。 

生態①(①-1),生態②の
欄を参照 

生態①(①-1),生態②の欄を参照 

生
態
④ 

日常的なこと(*2)には徐々に
適応するが、急な変化(*3)に
は敏感で、一度危険と認識す
ると徹底して警戒する。 

営巣地や主要な採餌場周辺で稼
働する見慣れない重機に対して
親鳥が危険を感じる。 

一度危険と認識された
重機の稼働が気にな
り、正常行動ができな
くなる。 

生態①(①-1),生態②の欄を参照 
＊特定の重機に対する威嚇行動がみられる場合は、繁
殖期間中の稼働を避ける必要がある。 

(*1)慣れた場所を利用して採餌する：周辺の樹林地、構造物等を巧みに利用して獲物を捕る．小鳥類の営巣地を把握し、小鳥のヒナが大きくなった頃をねらって巣を襲う 

(*2)日常的な人間活動：農作業、道路での車両通行 など  (*3)非日常的な人間活動：山菜採りなどの営巣林内への侵入、重機等物体の出現、樹林伐採等の環境変化 
 

表-2 オオタカ対象つがいへの配慮に向けた本道路工事実施上の留意点等 
つがい 営巣地周辺の人間活動 オオタカに関する確認情報(過年度調査結果等) 工事実施上の留意点・配慮方針 

＊これまでの調査でオスの利用状況等について多くの情報が得られている。

繁殖状況 ・過年度繁殖成功率は75%(6/8)。巣立ち雛数は1～2羽。 

利用状況 
・営巣林の本路線を挟んだ反対側(本路線周辺)に主要な採餌場が
あり、営巣地とを結ぶ主要な移動経路は本路線上を通過する。

環境改変 ・民間事業により採餌場の一部が改変された。 
A 

・民間事業箇所(土取
場)や民家が点在。 
・交通量の多い道路が
隣接。 
・空港が近く、旅客機
が低空を通過。 影響確認 

・主要な採餌場近傍で稼働する重機を執拗に威嚇後、数日間は巣
への餌運びが確認されなかった。 

主要な採餌場が本路線周辺にあるた
め、本工事はオスがメス・ヒナへの給
餌(採餌・餌運び)を十分に行えるよう
に、主要な採餌場や移動経路に配慮し
た工事計画を検討し、モニタリングで
様子を確認しながら進める(メスの情
報が少ないため、営巣地周辺での工事
はメスの行動にも留意して実施)。 

＊これまでの調査では利用状況等に関する情報が少ない。 

繁殖状況 
・過年度繁殖成功率は25%(2/8)(多くは繁殖期初期の段階で失敗)。
繁殖成功年の巣立ち雛数は2～3羽と多い。 
・営巣林をこれまでに2回かえている。 

利用状況 
・営巣林の交通量の多い道路を挟んだ反対側にも採餌場がある。
・抱卵期までは樹林の葉が茂っていないため、今回の巣から本路
線工事箇所がよく見える。 

環境改変 
・民間事業により過年度営巣林は毎年段階的に伐採されている。
・過年度繁殖に成功した営巣木が伐採された。 
・繁殖期初期段階に営巣木近傍の木が伐採されて営巣放棄した。

B 

・農作業箇所、民間事
業箇所(樹林伐採)が
点在。 
・交通量の多い道路が
隣接。 
・繁殖時期に山菜採り
が営巣林及び周辺樹
林地内に侵入。 

影響確認 ・営巣林や採餌場周辺で重機稼働に対する威嚇行動を多く確認。

巣立ちヒナ数が多いことから、オス
は採餌能力が高いことが伺えるが、営
巣林伐採等の影響を受けており、繁殖
期初期の営巣放棄が多く、重機の稼働
に敏感に反応している。本工事はメス
親が安心して産卵・抱卵できるように
営巣環境に配慮した工事計画を検討す
る。また、本つがいの利用状況等の情
報不足や営巣木から本路線が見えるこ
とから、モニタリングで様子を確認し
ながら慎重に進める。 

 

図-2 オオタカの繁殖ステージ(本路線周辺,平成20年) 

 

(3) 実施・管理：工事・モニタリングの実施、工程管理 

工種毎に影響有無や利用状況等について確認し、そ

の結果から対象工種継続の可否の検討等を行った。工事

工程・モニタリング工程のほか、配慮検討区域や配慮時

期に関する情報を集約した情報の一元管理を行った。ま

た、三者会議で工程確認等を行い、工事箇所・工種毎の

具体的な対応は、関係者間協議で決定した。 
 

(4) 制限解除：工事制限解除時期の設定 

繁殖経過情報を学識経験者へ報告するとともに、現

地確認を行った上で、工事制限の解除時期を設定した

(巣立ちヒナの成長(飛翔能力)を確認し、分散が遅くな

ることが予測される場合には、段階的な解除も検討)。 

 

 

工事制限解除時期の設定(モニタリングは継続して実施)

工事計画(工事制限の設定)・モニタリング計画の策定

工事(制限あり)・モニタリングの実施

工事実施に伴う配慮検討区域の設定(見直し)

工事計画の策定

工事実施(制限あり)
＊馴化を考慮

モニタリング
の実施

モニタリング結果の把握

順調な繁殖経過及び巣立ち雛の成長を確認

　　　学識経験者へのヒアリング ・工事制限の解除の可否　　・今後の留意事項

工事制限解除時期の設定

工事対応方針の設定・三者(事業者・施工業者・環境調査者)による配慮事項の確認

工事対応方針の立案

　三者会議 ・工事対応方針、三者実施体制　・配慮事項　・緊急時の対応(連絡体制)

勉強会

　学識経験者へのヒアリング ・工事対応方針　・モニタリング実施方針　 ほか留意事項

工事対応方針の設定　

工事・モニタリング工程の管理

情報集約・一元管理工事・共有化

三者会議・工事箇所毎の協議

モニタリング計画の策定
・工事制限の設定　・工事等作業への馴化手法の決定

・工事計画・モニタリング計画の確
認・協議

・工事箇所・工種毎の具体策の検討

・工事による影響程度
・工事等作業への馴化に向けた経過
・対象つがいの繁殖経過
・工事箇所周辺における利用状況

方　
　

針
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画
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・
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や
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の

経
過
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よ
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直
し

・工事工程、モニタリング工程
・配慮検討区域、繁殖ステージ

 

図-3 オオタカに配慮した工事対応の進め方 

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 時 期 
中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
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巣外育雛期 分散

周辺環境変化 
への敏感度 

中 中～大 極大 大 極大 中 小
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3. オオタカに配慮した工事計画 
 

(1) 配慮検討区域の設定(表-3,図-4参照) 

 過年度調査結果をもとにオオタカが繁殖活動をする上

で重要なエリアを抽出し、営巣環境や採餌環境の保全を

目的とした配慮検討区域を設定した。また、モニタリン

グ結果を反映させて区域の見直しを随時行った。 
 

(2) 工事工程(工事時期の制限) (表-1参照) 

各繁殖ステージの移行時期や抱卵期初期の重機稼働

を伴う工事実施については、繁殖失敗につながる危険性

があるため、基本的に回避することとした。 
 

(3) 工事等作業時間帯(1日の工事スケジュール)の設定 

工事等作業時間帯は、各繁殖ステージの敏感度や行

動特性を考慮し、時期別・配慮検討区域別に設定した。 
 

＜求愛・造巣期～抱卵期＞ 

○設定方針 

・繁殖活動が主に行われる早朝や夕方の作業は避け、

ストレスの少ない活動時間帯を確保する。 

・この時期は昼間の時間帯が短いため、作業時間帯

を9:00～15:00とし、長時間のストレスを避けるた

め、12:00～13:00は全面的に作業休止(休憩)とする。 

○スケジュール(配慮検討区域B,C)：図-5参照 

＜巣内育雛期～巣外育雛期＞ 

○設定方針 

・ヒナへの給餌(採餌行動や餌運び)が頻繁に行えるよ

うに、主要な採餌場周辺等での長時間の作業は避

け、ストレスの少ない活動時間帯を多く確保する。 

○スケジュール：図-6参照 

 

(4) 工事等作業への馴化に向けた作業手順(図-7参照) 

オオタカの工事等作業への馴化に向けた作業の検

討・実施にあたり、鷹匠がタカの調教を行う際の「馴ら

し」の考え方を参考に基本方針を設定後、馴化に向けた

作業手順を整理し、具体案を検討した。 
 

＜基本方針＞ 

・工事中のオオタカの様子(モニタリング結果)にあわ

せながら、一つ一つのステップをクリアさせる。 

・各ステップは、オオタカの正常行動(重機稼働を気

にせず採餌等)が確認されたことをもってクリアと

する。 
 
＜馴化に向けた作業のパターン＞ 

・重機の存在や稼働が「危険でないもの」または

「いずれは遠ざかる存在」として認識させる馴化 

・「重機の存在への馴化後に稼働」や「樹林等を利

用して徐々に重機稼働を見せる」等の段階的馴化 

 

 

 

表-3 配慮検討区域の概要 

区域 目的・設定方法 配慮方針 

 
A
営巣環境・主要な採餌環境
の保全を目的として設定し
たエリア 
(目安：巣から500mの範囲)
 
<設定方法> 
過年度調査結果(営巣木
及び主要な採餌場・移動経
路、樹林の分布)から設定

・基本的に大型または挙動の大きな
重機を伴う工事は実施しないエリ
ア(繁殖経過の確認を含め、モニ
タリングは実施)。 
・近接する B エリアでの作業による
影響が小さい(オオタカの馴化・
適応が認められた)場合に、Bと同
作業による反応をモニタリングで
確認し、B へのランク変更が可能
かを検討する。 

 
B
採餌環境の保全を目的とし
て設定したエリア 
(目安：巣から1kmの範囲)
<設定方法> 
過年度調査結果(採餌
場、樹林の分布)から設定

・モニタリングをしながら工事を実
施するエリア。 
・モニタリングにより反応を確認
し、C へのランク変更の可否を検
討する(モニタリング結果により A
に変更する場合もある)。 

 
C
配慮対象エリア外 
(上記A・B以外の区間) 

・工事制限をしないエリア(ただ
し、作業時間帯の制限あり)。 
・基本的にはモニタリングは実施し
ない(新たな重機導入の場合は、
工事への反応や B エリアでの作業
実施を検討するためにモニタリン
グを実施する場合あり) 

 

区域 A 区域 C区域 B

工種タイプ1(重機タイプ1の稼働)
　隣接する区域Cで作業を実施し
たところ、正常な行動が確認され
た(異常行動はなかった)

工種タイプ1(重機タイプ1の稼働)
　隣接する区域Bで作業を実施し
たところ、正常な行動が確認され
た(異常行動はなかった)

新たな工種・新たな重機の導入
＊対象工種：大型またはアーム等

の挙動が大きい重機
の稼働を伴う工種

新たな工種の作業開始
＊モニタリングにより影響を確認
しながら工種の作業内容を確認

工種タイプ1の作業開始
＊モニタリングにより影響を確認工種タイプ1の作業開始

＊モニタリングにより影響を確認

対象工種を区
域 Bに導入

正常行動
確　認

異常行動
確　認

行　動
未確認

今後：対象工
種より大規模
な重機稼働

区域 A 区域 C

正常行動
確　認

異常行動
確　認

行　動
未確認

モニタリ
ング継続

区域 B区域 A 区域 C

モニタリ
ング継続

対象工種の
実施を延期

対象工種の
実施を延期

区域 B(仮設)(変更)

(変更) (変更)(継続) (変更)

正常行動
確　認

異常行動
確　認

行　動
未確認

区域 B区域 A

モニタリ
ング継続

対象工種の
実施を延期

(変更) (継続) (継続)

行動未確
認の状況
が続く

今後：対象工
種より大規模
な重機稼働

あり

なし

対象工種を区
域 Aに導入

図-4 配慮検討区域の更新(工事可能箇所拡大)の考え方 
 

11時 17時16時

休　　憩

工事等作業

6時 7時
作業等区分

工事スケジュール

18時8時 9時 10時 14時 15時12時 13時

作業禁止  

図-5 1日の工事スケジュール(求愛・造巣期～抱卵期) 
 
・配慮検討区域AまたはAから変更したばかりのB(仮設定の区域B) 

18時

工事等作業

休　　憩

作業禁止

14時 15時 16時 17時
作業等区分

工事スケジュール

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時

 
 

・その他の配慮検討区域B,C 

作業禁止

14時 15時 16時10時 11時 12時 13時

工事等作業

休　　憩

作業等区分
工事スケジュール

6時 7時 8時 9時 18時17時

 

図-6 1日の工事スケジュール(巣内・巣外育雛期) 
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○大型の重機である1箇所で長期にわたって稼働し、稼働を開始するとすぐに停止できない工種の場合 

 (大型クレーンの稼働、コンクリートポンプ車の稼動) 
① 配慮検討区域Cのエリアで実施(重機の存
在や稼働に対するオオタカの様子を確

認)。 

② 配慮検討区域BとCの境界付近の施工箇
所で実施(重機の稼働に対するオオタカの様

子を確認)。 

③ ②で影響がなければ、配慮検討区域B内
の施工箇所で実施(重機の稼働に対するオオタ

カの様子を確認)。 

C B A B C

巣

営巣林

 
C B A B C C B A B C

 

○重機の挙動が大きく作業の進行が遅い工種の場合(バックホウ等による造成工事) 

① 営巣地の前を重機を通過させ、営巣地か
ら離れた場所まで移動し、そのまま放置(重

機の存在に対するオオタカの様子を確認)。 

(作業区間を分割できる場合) 
②-1 ①で影響がなければ、営巣地から離れ

た区間の営巣地側から遠ざかるように実施

後、③の作業開始箇所に移動・放置(重機の
稼働に対するオオタカの様子を確認)。 

③ ②-1で影響がなければ、営巣地に近い区
間の営巣地側から(同箇所で長時間の作業に

なる場合には、営巣地から離れた側から開

始)遠ざかるように作業を実施(重機の稼働
に対するオオタカの様子を確認)。 

B A B

作業区間

営巣地の前を移動

 
B A

作業区間

作業の進行方向 B A

作業区間

作業の進行方向

<営巣地近傍における作業の工夫(重機の存在や稼働に馴らす)> (作業区間を分割できない場合) 
②-2 ①で影響がなければ、営巣地から離れ

た側から徐々に近づくように作業を実施(重

機の稼働に対するオオタカの様子を確認)。 

*1 施工中の本道路盛土部分を利用して巣から

見えない箇所から徐々に見える方向に作業(重
機の存在に対するオオタカの様子を確認) 

*2 周辺の樹林を利用して巣から見えない箇所

から徐々に見える箇所に向かって作業) (重機
の存在に対するオオタカの様子を確認) 

B A

作業区間

作業の進行方向  

巣から徐々に重機の稼
動が見えるようになる
(重機の稼動への馴化)

巣から徐々に重機の稼
動が見えるようになる
(重機の稼動への馴化)

作業の進行方向

 

○重機の挙動が小さく作業の進行が早い工種の場合(転圧ローラ等による転圧作業) 

① モニタリングしながら、営巣地の前を重機を通過させる(重機

の存在に対するオオタカの様子を確認)。 
② ①で影響がなければ、営巣地周辺から作業開始し、営巣地から遠ざ

かるように進める(重機の存在に対するオオタカの様子を確認)。 

C B A B C

営巣地の前を移動

 
C B A B C

作業の進行方向

 
図-7 オオタカの工事等作業への馴化に向けた基本的な作業手順のイメージ 

 

4. 工事中の繁殖モニタリング計画 
 

(1) モニタリング実施方針(表-4参照) 

モニタリング計画の検討に際し、工程、観察内容及び

工事対応への反映に関する実施方針を設定した。 
 

(2) モニタリングにおける観察項目(表-5参照) 

表-4 に示したように、オオタカの観察内容は正常行

動の確認を主とし、表-5 に示す正常行動が確認されな

い場合は、異常行動確認と同様に、正常行動がみられる

まで工事を中断する等の対応を行った。 

(3) 正常行動を確認する技術 

オオタカは主に低空を利用し、樹林沿いを移動するた

め、個体の確認が難しい種であり、正常行動の確認を充

実させるには下記観察技術が必要となる。 
 
＜正常行動の確認を充実させるための観察技術＞ 

・鳴き声の識別(オス、メス、ヒナの識別や鳴き方か

ら営巣林内でのオオタカの状況を推定) 

・他の鳥類の変化の確認(カラス類の行動や小鳥類(餌

動物)の声の変化からオオタカの居場所を推定) 

0 500250 m

凡 例

配慮検討区域A

配慮検討区域B

配慮検討区域C
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5. 工事工程及びモニタリング工程の管理 
 

(1) 工事・モニタリングに関する情報の一元化 

配慮検討区域や繁殖ステージ(配慮時期)に関する情報

を整理し、実施可能で効果的な工事工程(各工事実施日

の工事箇所及び工種・使用重機)及び効率の良いモニタ

リング工程についても検討した。これらの情報を集約し

て一覧形式に整理し、モニタリングを含めた工事対応の

管理徹底を図る(情報の一元管理)とともに、工程等変更

時は随時更新を行い、その度に関係者に配信した(情報

の共有化)。また、この情報管理・共有化により、工事

対応の適正確認、常に新しい情報による効果的な工事工

程検討の効率化を可能にした。 
 
＜関係者に配信した情報＞ 

・週間工程(工事箇所・工種(重機)、配慮検討区域) 

・月間工程(工種(重機)、モニタリング日、配慮時期) 
 

(2) 三者会議・個別案件の協議 

三者合同会議を週1回実施し、オオタカの繁殖経過報

告や今後の配慮に向けた実施可能な取り組み等について

協議した。また、個別の具体的な案件については、関係

者による協議の場を設け、具体策を検討した。 

 

6. 工事対応の経過 
 

(1) 工事実施に伴う影響及び工事対応の経過(表-6参照) 

工事等実施に伴う影響はBつがいで確認され、多くは

バックホウ等アームの挙動が大きい重機稼働であった。 
 

(2) 配慮検討区域の更新(表-2,図-8,写真-1参照) 

Aつがいについては、過年度結果(表-2参照)を参考に、

巣から離れていても主要な採餌場は区域Aとし、巣近傍

でも利用が少ない場所は区域BまたはCとした。 

Bつがいについては、民間事業の重機稼働による異常

行動が多く確認されたこと、主要な採餌環境が明確にな

ったことにより、区域Aの工事制限箇所が一度広がるが、

その後の馴化の進捗に応じて、徐々に工事可能となった。 
 

(3) 繁殖状況(表-7参照) 

 A・Bつがいともに、産卵前から工事を実施した環境下

においても、無事にヒナが巣立ち、繁殖成功が確認され、

巣立ちヒナ数も過年度と大きな差はみられなかった。 

 

7. まとめ(考察) 
 

 今回の工事対応及びモニタリング結果から得られた情

報をもとに、今後の工事におけるオオタカへの対応を検

討する上で、必要と考えられる事項を以下に整理した。 

 

 

 

表-4 モニタリング実施方針 
設定項目 実施方針 
工 程 ・工種毎(重機毎)に実施(影響要因の明確化)。 

・各工種の工事開始日前日と当日の連続 2 日間で実施(工事
実施の有無による行動内容比較で影響有無を判断．正常
行動が未確認の場合は、継続実施)。 
・当日の工事開始の可否を判断するため、工事開始時刻よ
り前から調査開始。 

観察内容 ・オオタカの正常行動の確認により、工事による影響の有
無を判断する(個体の性格や観察状況により、異常行動
(威嚇・警戒の行動)が確認できない場合がある)。 
・繁殖経過及び利用状況を確認(工事計画に反映)。 
・周辺での本事業以外の工事実施状況等人間活動を確認(本
工事以外の影響要因の確認)。 

工事対応
への反映

・オオタカの異常行動が確認された場合や正常行動が確認
されない場合には、速やかに工事を中断し、正常行動が
確認されてから再開。 
・確認された異常行動から、今後の工事によるオオタカへ
の影響が予想される場合には、工程見直しを検討。 

 
表-5 各繁殖ステージのオオタカの主な正常行動 

繁殖ス
テージ

オオタカの主な行動(正常行動) 

求愛・
造巣期

・求愛声、テリトリーコール、給餌、巣材運び、交尾 
＊誇示飛翔は対象が確認できない場合は要注意(工事の影響？)

抱卵期

・抱卵交替、給餌(餌運び、受け渡し)、巣材運び 
＊抱卵初期の胚発生時期(受精卵→動物の成体,5 日間程度)は
全卵をしっかりと抱く(できない場合はすぐに死卵)．産卵推
定日から約35日で孵化 

巣 内
育雛期

・オスが採餌行動や給餌を頻繁に行う 
・後半からメス(工事への反応に注意)も採餌(ヒナ安定を示唆)
＊生後10日間程度はヒナ自身で体温保持できない(その後は体
温保持できる羽毛に生え替わる)ため、親鳥が抱く(できない
場合はヒナ死亡)．ヒナは孵化後40～42日程度で巣立ち． 

巣 外
育雛期

・オスが採餌行動や餌運び(多くは声で確認)を頻繁に行う 
・ヒナの飛翔能力が上がる→巣以外の場所に呼び寄せて給餌
＊メスはヒナの巣立ち後 1 週間程度で営巣地から離れること
がある．ヒナは孵化後90日程度で分散(個体差あり) 

繁殖期
全般

・給餌(餌運び、受け渡し)や交尾の多くは声で確認 
・営巣地周辺への侵入個体への威嚇・攻撃・追い出し 
・とまり(羽毛を膨らませる、尾羽振り、全身羽ぶるいの一連
行動をする) 

 
表-6 オオタカへの影響及び工事対応(Bつがい) 

月/日 工事実施・オオタカへの影響 工事対応 
4/17 巣から離れた本路線周辺での

民間事業によるバックホウ稼
働に対し、上空で威嚇飛翔。 

本路線の工事を実施していなか
ったため、対応は特になし。 

4/20 民間事業による営巣林隣接地
でのブルドーザの稼働に対し
メスが威嚇声。数分後、メス
が営巣林から飛び出し、周辺
の民間事業のバックホウに威
嚇飛翔後、遠方に飛去(異常行
動：営巣放棄の可能性示唆)。 

本工事では、巣から離れた場所
で転圧ローラが稼働していた
が、威嚇声確認後速やかに停止
(その後メスが遠方に飛去)。メ
スが営巣林に戻り、正常行動確
認までは、工事休止を決定。 

4/21 4/20に遠方まで飛び去ったメス
が営巣林内に戻り、正常行動
(テリトリーコール)。 

正常行動確認により、ローラ稼
働再開。再開後も交尾等正常行
動が確認(作業継続)。 

8/ 4 巣から500m以上離れた本工事に
よるバックホウ稼働に対し、
オスが上空で威嚇飛翔後、旋
回上昇(警戒行動)。 

威嚇飛翔確認後速やかにバック
ホウ停止。約2時間後、正常行動
(バックホウ上空通過直後に採餌
行動)確認により、稼働再開。

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(工事作業員の側を通過して採餌に向かう(手前側で大型重機稼働)) 
 

写真-1 工事実施中の本路線上に出現したオオタカ 

拡 大
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(1) 工程等に関する情報管理・共有化について 

効果的なオオタカへの工事対応、効率の良いモニタ

リングを実践するためには、工事・モニタリング工程

のほか、配慮検討区域や繁殖ステージも含めた情報の

一元管理及び三者による共有が必要である。 

・モニタリングを含め、工事対応の確実な実施を一目で

確認でき、漏れのない対応が可能になった。 

・配慮検討区域や配慮時期等の情報をもとに、オオタカ

に配慮した実施可能な工事工程検討の効率化が図れ、

状況変化への臨機応変な対応が可能になった。 

・情報の共有化は三者の相互理解・連携強化につながり、

工事への馴化に向けた作業の実施等の複数業者連携に

より実施可能な、より高度な工事対応が可能になった。 
  

(2) オオタカの利用状況に関する事前把握の必要性 

オオタカへの配慮を考える上で利用状況の把握は重

要であり、これらを事前に把握することは工事の円滑

化にもつながるものと考える。 

・A つがいの利用状況は概ね把握できていたため、繁殖

期間中の工事も大きな影響を与えずに多くの工種が実

施できたが、B つがいは情報不足であったため、工事

制限区域(区域 A･B)を広範囲で設定することとなった。 

・B つがい対象地では、馴化を進めながらも、制限解除

(区域C扱い)までに長い期間を要した場所が多かった。 
 

(3) オオタカの工事等作業への馴化について 

馴化は、今後の取り組みにより確立していく技術で

はあるが、特にオオタカ等の場所へのこだわりが強い

種については効果的な手段であると考える。 

・馴化に向けた作業により、繁殖時期の工事にもかかわ

らず、ほとんどの工種で作業中に正常行動が確認され、

工事実施による大きな影響は確認されなかった。 

・営巣地以外の場所(巣から500m以上)において、育雛期

前から、モニタリングしながら馴化を考慮した工事を

実施することにより、主要な採餌場の特定や他の採餌

場における重機稼働への馴化が進められ、育雛期の給

餌活動時におけるストレスの軽減を図ることができた。 
 

(4) モニタリングにおける調査技術について 

モニタリング調査において、正常行動を確認する技

術は、オオタカへの適切な対応の検討及び円滑な工事

を実施する上で重要であると考える。 

・オス親、メス親及びヒナの鳴き声による識別や声の種

類による行動内容把握により、工事中(調査圧は厳禁)

の繁殖経過や正常行動を確認することができた。 

・オオタカの採餌行動や居場所の確認は、カラスや小鳥

類(餌動物)の警戒行動により確認することが多かった。 

・一時中断した工事は、正常行動の確認をもって再開す

ることとしており、多くの場合、上記のような声の識

別等により正常行動を確認し、工事再開に至った。 

 
時期 つがいA つがいB 

開始

当初
 

～

6/26
 

～

7/28
 

～

8/16
 

凡 例

配慮検討区域A 配慮検討区域B 配慮検討区域C
 

図-8 配慮検討区域の更新状況 
 

表-7 A・Bつがいの繁殖状況 
 
 
 

 
＊表中の記号 
◎：繁殖確認(繁殖成功) 
○：営巣・繁殖は確認されたが、何らかの理由で途中放棄または未調査のため経過不明 
×：営巣・繁殖なし、または未調査 

 ( )内の数字は調査で確認された巣立ちヒナ数(実際の数はそれ以上の可能性がある) 

 

おわりに 
 

本報告では、オオタカの行動等をモニタリングしなが

ら、営巣地周辺で道路工事を実施し、施工業者の協力の

もと、オオタカに配慮した工事計画や工程管理、馴化に

向けた取り組み等により、繁殖への影響を軽減させ、オ

オタカが無事に巣立ち・分散に至った事例を紹介した。 

千歳道路事務所では、今回の事例を踏まえ、今後も以

下の点について取り組んで行きたいと考えている。 

・オオタカのより精度の高い環境利用状況の事前把握

及び情報収集(有効な情報活用を目指して) 

・馴化を踏まえた工事関連技術(計画及び実施)の向上
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繁殖状況 
つがい

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

A ◎ (1) ◎ (1) ◎(2) ◎ (1) × ◎ (1) × ◎(2) ◎(2)

B ×  
○ 

・新しい巣 

・経過不明 

○ 
・新たな巣材 

・経過不明 

◎ 
(2～3) 

○ ○  ◎(3) ○ ◎(3)




